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ＡＭＤ－ＵＳＢ－ＳＯＵＮＤ Ｖｅｒ２、Ｖｅｒ３取扱説明書 

１． 概要 

ＵＳＢ接続で、ＲＳ２３２Ｃ変換ＩＣのＦＴＤＩ社製ＦＴ２３２ＲＬを使用した、アマチュア無線用のＡＦ

ＳＫとＦＳＫのデジタルモード運用が可能なインターフェースです。 

デジタルモード用出力（ＲＴＳ＝ＰＴＴ、ＦＳＫ＝ＴＸＤ）に割り付けています。 

パソコンのマイク入力から受信し、ＡＦＳＫモードの場合、パソコンのスピーカ出力から、変調

用出力を送出します。 

 Ｖｅｒ２は、コネクタ接続タイプ、Ｖｅｒ３は、ケーブル直出しタイプです。 

 

２． ＵＳＢドライバのインストール方法 

ＦＴＤＩ社のインストールガイドによると、Ｗｉｎｄｏｗｓ ＶＩＳＴＡ、７、８、８．１、１０の場合は、イン

ターネットが接続された状態で、ＵＳＢポートに接続すれば、自動的にＵＳＢドライバがインス

トールされるとのことです。 

インストールガイドは、下記より、ダウンロード可能です。正常にインストールされなかった場

合のトラブルシューティングの記載もあります。 

 https://ftdichip.com/document/installation-guides/ 

 英文ですので、必要であれば、Google 翻訳等で、翻訳をお願いいたします。 

 また、ＵＳＢドライバ（ＶＣＰドライバ）は、下記からダウンロード可能です。 

  https://ftdichip.com/drivers/vcp-drivers/ 

 

３． ボリューム（半固定抵抗）の設定 

   ケースのフタをあけると、ボリューム（半固定抵抗）が２個見えます。 

  

ＡＭＤ－ＵＳＢ－ＳＯＵＮＤ Ｖｅｒ２ 部品配置     ＡＭＤ－ＵＳＢ－ＳＯＵＮＤ Ｖｅｒ３ 部品配置 

 

 ボリュームは、ＶＲ１がＡＦＳＫモードでの、音声出力（送信、ＴＸ））レベルの調整、ＶＲ２が音声入

力（受信、ＲＸ）レベルの調整用です。 
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４．パソコン、無線機との接続 

  

 ＡＭＤ－ＵＳＢ－ＳＯＵＮＤ Ｖｅｒ２               ＡＭＤ－ＵＳＢ－ＳＯＵＮＤ Ｖｅｒ３ 

 

ＭＩＣ（モノラルミニジャック）：パソコンのマイク入力との接続用 

ＳＰ（ステレオミニジャック）：パソコンのスピーカ出力との接続用 

ＡＣＣ（ミニＤＩＮ６ピンジャック）：無線機のアクセサリ端子等の接続用 

１番ピンはＭＯＤ（変調出力）で、無線機の変調入力（ＡＦ ＩＮ）に接続します。 

２番ピンはＧＮＤ（０Ｖ）で、無線機のＧＮＤ（０Ｖ）と接続します。 

３番ピンはＰＴＴ（ＰＴＴ出力）で、無線機のＰＴＴ入力（ＰＴＴ）と接続します。 

４番ピンはアキで、なにも接続しません。 

５番ピンは変調入力（ＲＣＶ）で、無線機の変調出力（ＡＦ ＯＵＴ）と接続します。 

６番ピンはＦＳＫ出力で、無線機のＦＳＫ入力と接続します。 

ＵＳＢ（ＵＳＢジャック）；パソコンのＵＳＢコネクタとの接続用 
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５． 本装置が割り付けられているＣＯＭポート番号の確認 

パソコンの「スタート」→｢コントロールパネル｣→「デバイスマネージャ」を開きます。 

ポート（ＣＯＭとＬＰＴ）の左の三角矢印をクリックすると、ＣＯＭポートが表示されます。 

本例の場合ＣＯＭ２に割り付けられています。 

 

＊以下、ご使用になるモードに必要なソフトをインストールしてください。 

複数のソフトの同時起動はできません。 

６． ＭＭＴＴＹの設定方法 

（１） ＪＥ３ＨＨＴ局のホームページ http://je3hht.g1.xrea.com/mmtty/index.html から、 

ＭＭＴＴＹおよび EXTFSK Sample (extfsk106.zip)をダウンロードしてください。 

（２） ＭＭＴＴＹを、パソコンにインストールしてください。 

（３） extfsk106.zip を、ＭＭＴＴＹの入っているフォルダに解凍します。 

（４） ＭＭＴＴＹを起動し、オプション→設定画面→送信を選択すると下記画面となりますので、

ＰＴＴのポートをＥＸＴＦＳＫに設定しＯＫをクリックします。 
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（５） すると、下記画面が立ち上がりますので、デバイスマネージャで本機が割り付けられた 

２チャンネル目のＣＯＭポート番号を確認し設定します。 

（下記の場合ＣＯＭ２） 

また、ＦＳＫ output をＴＸＤに、ＰＴＴ output をＲＴＳに設定します。 

 

（６） ＦＳＫ出力を行うには、 オプション→設定画面→その他を選択すると下記画面となります

ので、送信ポートをサウンド＋COM-TxD(FSK)に設定しＯＫをクリックします。 

 

以上で本装置に関するＭＭＴＴＹの設定は、完了です。 
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７． ＭＭＳＳＴＶの設定方法 

（１） ＪＥ３ＨＨＴ局のホームページ http://je3hht.g1.xrea.com/mmsstv/index.html から、 

ＭＭＳＳＴＶおよび EXTFSK Sample (extfsk106.zip)をダウンロードしてください。 

（２） ＭＭＳＳＴＶを、パソコンにインストールしてください。 

（３） extfsk106.zip を、ＭＭＳＳＴＶの入っているフォルダに解凍します。 

（４） ＭＭＳＳＴＶを起動し、オプション→設定画面→送信を選択すると下記画面となりますの

で、ＰＴＴのポートをＥＸＴＦＳＫに設定しＯＫをクリックします。 

 

（５） すると、下記画面が立ち上がりますので、デバイスマネージャで本機が割り付けられた 

1２チャンネル目のＣＯＭポート番号を確認し設定します。 

（下記の場合ＣＯＭ２） 

また、ＦＳＫ output をＴＸＤに、ＰＴＴ output をＲＴＳに設定します。 

 

以上で、本装置に関するＭＭＳＳＴＶの設定は、完了です。 
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８． ＦＴ８（ＷＳＪＴ－Ｘ、ＪＴＤＸ）での設定方法 

ＰＴＴ制御がＣＯＭ４に割り付けられている場合の設定方法を示します。 

ＷＳＪＴ－Ｘまたは、ＪＴＤＸを起動します。 

ファイル(FIle)→設定(Settings)→無線機（Radio)を選択すると下記画面となります。 

Rig の欄で、None を選定します。 

PTT Method で、RTS を選択し,Port 欄に COM ポート番号を設定します。（本例では、COM4) 

ＷＳＪＴ－Ｘでの設定画面は、下記です。 

 

ＪＴＤＸでの設定画面は、下記です。 
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下部の OK ボタンを押して、本インターフェースに関する設定は終了です。 

 

以上 


